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入
っ
て
く
る
お
金
よ
り
出
て
い
く

お
金
の
方
が
多
け
れ
ば
、
出
て
い
く

お
金
を
減
ら
す
。
一
般
家
庭
な
ら
、

当
然
の
対
応
で
す
が
、
国
家
は
そ
う

も
い
き
ま
せ
ん
。
入
っ
て
く
る
税
金

が
少
な
く
な
っ
て
も
、
国
民
生
活
の

た
め
に
必
要
な
支
出
を
大
幅
に
削
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る

と
、
必
要
な
分
を
借
金
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
の
借
金
証
書
、
そ
れ

が
国
債
で
す
。

以
前
、
私
が
担
当
し
て
い
た
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、

「
国
は
足
り
な
い
お
金
を
国
民
か
ら
借

金
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
た
ら
、

出
演
者
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
国
に

お
金
を
貸
し
た
覚
え
は
な
い
よ
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
ま
は
「
個
人
向
け
国
債
」
が
発

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、

こ
れ
を
買
え
ば
、
あ
な
た
は
国
に
お

金
を
貸
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

な
た
が
個
人
向
け
国
債
を
買
わ
な
く

て
も
、
金
融
機
関
は
国
債
を
大
量
に

購
入
し
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
が

金
融
機
関
に
預
金
し
て
い
れ
ば
、
間

接
的
に
、
国
に
お
金
を
貸
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
債
の
発
行
残
高
は
増
え
る
ば
か

り
。
各
種
国
債
の
合
計
発
行
残
高
は
、

平
成
十
八
年
末
現
在
で
六
七
六
兆
円

を
超
え
て
い
ま
す
。
借
金
は
い
ず
れ

返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

借
金
返
済
の
ツ
ケ
は
、
子
ど
も
た
ち

に
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う

嘆
き
は
、
今
回
の
本
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国
債
を
発
行
す
る
場
合
、
誰
が
い

く
ら
で
買
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
実
務
を
日
本
銀

行
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
国
債
を
購

入
し
よ
う
と
考
え
る
金
融
機
関
は
、

「
こ
れ
だ
け
の
金
額
分
を
、
い
く
ら
で

購
入
し
ま
す
」
と
い
う
入
札
を
行
い

ま
す
。
各
金
融
機
関
が
入
札
す
る
こ

と
で
、「
需
要
と
供
給
」
の
関
係
か
ら

発
行
金
利
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
発
行
条
件
が
決
ま
る
の
で
、

「
国
債
の
発
行
市
場
」
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
た
手
続
き
は
、「
日
銀
ネ
ッ
ト
」

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
の
手
続
き

と
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
債
を
買
っ
た
人
や
会
社
に
は
、

利
子
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
担

当
す
る
の
も
、
日
本
銀
行
の
仕
事
で

す
。さ

ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
が
国
債
を

購
入
し
て
い
て
も
、
日
本
銀
行
は
発

行
さ
れ
る
国
債
を
直
接
購
入
す
る
こ

と
は
原
則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。も

し
日
本
銀
行
が
直
接
購
入
す
る

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
政
府
が
大

量
に
国
債
を
発
行
し
て
日
本
銀
行
に

買
わ
せ
る
、
な
ん
て
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
世
の
中
に
お
金
が
あ
ふ
れ
、

悪
性
の
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
直
接
購
入
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
発
行
さ
れ
た

国
債
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
も
売

買
し
た
り
、
担
保
に
取
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本

国債市場と日本銀行
国の借金証書である国債。この国債の発行事務は、

実は日本銀行が担当しています。
また、いったん発行された国債を日本銀行が売買することで

短期金利を誘導したり、世の中に資金を円滑に供給する仕事もしています。

いけがみ・あきら
73年、ＮＨＫに記者とし
て入局。94年から05年ま
で『週刊こどもニュース』
のお父さん役として親し
まれる。現在、独立して
フリーのジャーナリスト。

国
債
は
「
国
の
借
金
」
だ

池上彰の　　　　　　　　金融経済教室

国
債
発
行
は
日
本
銀
行
が
担
当

発
行
済
の
国
債
を
売
買
す
る

日
本
銀
行
は
直
接
購
入
で
き
な
い

〈最終回〉
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銀
行
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
短
期
金

利
の
誘
導
を
行
う
上
で
、
欠
か
せ
な

い
手
段
な
の
で
す
。

こ
こ
で
、
国
債
に
つ
い
て
の
一
般

論
を
一
言
。
発
行
さ
れ
た
国
債
は
、

自
由
に
売
買
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「
国
債
の
流
通
市
場
」
と
い
い
ま
す
。

売
買
さ
れ
る
国
債
の
価
格
は
、
こ
れ

も
「
需
要
と
供
給
」
の
関
係
で
決
定

さ
れ
ま
す
。

発
行
済
国
債
を
購
入
し
た
い
金
融

機
関
が
多
け
れ
ば
、
国
債
の
売
買
価

格
は
上
昇
。
そ
の
国
債
を
保
有
し
て

受
け
取
れ
る
利
子
は
決
ま
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
売
買
価
格
が
上
昇
す

れ
ば
、
結
果
と
し
て
利
率
は
低
下
す

る
の
で
す
。

価
格
が
上
が
る
と
金
利
は
低
下
、

と
い
う
関
係
は
不
思
議
な
気
が
し
ま

す
が
、「
債
券
を
欲
し
い
人
が
多
け
れ

ば
、
低
い
金
利
で
も
債
券
が
売
れ
る
」

と
い
う
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
理
解
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
銀
行
の
話
で
し
た
。

日
本
銀
行
は
、
金
利
水
準
を
決
め
る

と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
正
確
に
は
、
短
期
金
利

を
誘
導
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
日

本
銀
行
が
金
融
機
関
に
資
金
を
貸
し

出
す
際
の
金
利
（
公
定
歩
合
）
を
上

下
さ
せ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
が
、
い
ま
や
金
利
は
市
場
で
決

ま
る
時
代
。
公
定
歩
合
で
は
な
く

「
基
準
貸
付
利
率
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
大
き
な
役
割
は
果
た
さ
な

く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
現
在
で
は
、

発
行
済
み
の
国
債
を
売
買
す
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
短
期
金
利
の

水
準
を
誘
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
金
融
機
関
が
持
っ
て
い
る
国
債

は
日
本
銀
行
に
差
し
入
れ
る
担
保
と

な
り
ま
す
し
、
日
本
銀
行
が
金
融
機

関
か
ら
国
債
を
買
い
取
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
日
本
銀
行
が
、
金
融

機
関
に
資
金
を
供
給
す
れ
ば
、
金
融

機
関
は
資
金
が
潤
沢
に
な
る
の
で
金

融
機
関
同
士
で
短
期
間
貸
し
借
り
し

て
い
る
資
金
の
金
利
は
低
下
し
ま
す
。

一
方
、
日
本
銀
行
が
保
有
し
て
い
る

国
債
を
売
り
に
出
せ
ば
、
各
金
融
機

関
か
ら
資
金
を
吸
い
上
げ
ま
す
か
ら
、

逆
の
こ
と
が
起
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
債
は
発
行
さ
れ

た
後
も
、
世
の
中
に
資
金
を
供
給
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
で
す
。

半年後 1年後 1年半後 2年後 

国債の価格と利回りの関係 

利子 利子 利子 

利子 

元本 

1万円 1万円 1万円 

1万円 

100万円 

購入 

100万円 

95万円 

で購入 

で購入 

→　利回りは2.0％　=　 

→　利回りは4.7％　=　 

2万円 
100万円 

2万円＋ 
 

＊購入金額に対する1年あたりのもうけの割合 

100万－95万 
2

国債の価格が下がると…　　 利回りは上がる！ 

＊ 

＊ 

95万円 

将来もらえる金額は 
初めから決まっています 

国債の所有者別内訳（2007年3月末現在） 
一般政府等（除く公的年金） 
4.1％ 
 

日本銀行 
10.5％ 

郵便貯金 
20.7％ 

銀行等 
19.6％ 簡易生命 

保険  8.9％ 

生損保等 
9.1％ 

公的年金 
9.8％ 

年金基金 
3.9％ 
 

海外 
6.3％ 
 

家計 
5.0％ 

その他　2.2％ 
 

資料：財務省ホームページ

資料：財務省「日本国債ニュースレター」
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こ
こ
で
は
、
国
債
市
場
と
日
本
銀
行

と
の
か
か
わ
り
に
関
連
し
て
、
日
本
銀

行
が
行
っ
て
い
る
国
債
に
関
す
る
業
務

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し

ま
す
。

日
本
銀
行
は
、「
日
本
銀
行
法
」（
第
三
六

条
、
第
三
九
条
）、「
国
債
ニ
関
ス
ル
法
律
」

（
第
一
条
）
な
ど
の
法
令
の
定
め
に
よ
り
、

国
債
に
関
す
る
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
①
国
債
の
発
行
に
関
す
る
事

務
（
入
札
の
通
知
、
応
募
の
受
付
、
払
込
金

の
受
入
な
ど
）、
②
国
債
の
振
替
決
済
・
登

録
に
関
す
る
事
務
、
③
国
債
元
利
金
の
支
払

に
関
す
る
事
務
（
国
債
の
利
払
・
償
還
、
国

債
証
券
の
利
札
・
券
面
の
回
収
な
ど
）
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
務
の
一
部
は
、
日
本
銀
行
が
国
債
権
者
の

利
便
等
を
考
慮
し
て
全
国
に
設
置
し
た
代
理

店
、
国
債
代
理
店
、
国
債
元
利
金
支
払
取
扱

店
お
よ
び
国
債
元
利
金
支
払
取
扱
郵
便
局
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

以
下
で
は
、
特
に
国
債
市
場
と
の
か
か
わ

り
が
深
い
、
国
債
の
発
行
お
よ
び
決
済
に
関

す
る
事
務
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
（
図
表
１
）。

国
債
の
発
行
は
、
主
と
し
て
、
金
融

機
関
や
一
般
投
資
家
に
向
け
た
市
中
消

化
（
注
１
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
市

中
消
化
に
よ
る
発
行
方
法
と
し
て
は
、

一
九
六
五
年
度
に
戦
後
初
め
て
国
債
の

発
行
が
再
開
さ
れ
た
時
点
で
は
、
銀
行
、

証
券
会
社
な
ど
か
ら
な
る
引
受
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
団
に
よ
る
引
受
（
シ
団
引
受

（
注
２
））
の
み
で
し
た
。
そ
の
後
、
金
融

市
場
の
実
勢
を
発
行
条
件
に
よ
り
良
く

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
一

九
七
八
年
度
よ
り
競
争
入
札
に
よ
っ
て

発
行
条
件
と
発
行
額
を
決
定
し
て
国
債

を
発
行
す
る
公
募
入
札
が
導
入
さ
れ
、

シ
団
引
受
と
併
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

財
務
省
は
、
国
債
の
安
定
的
な
消
化

の
促
進
、
国
債
市
場
の
流
動
性
の
維

持
・
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ニ
〇
〇
四
年
十
月
に
国
債
市
場
特

別
参
加
者
制
度
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
デ
ィ

ー
ラ
ー
制
度
）（
注
３
）
を
導
入
し
ま
し

た
。
同
制
度
が
定
着
す
る
中
、
シ
団
引

受
は
ニ
〇
〇
五
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
、

シ
団
引
受
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
た
一

〇
年
利
付
国
債
も
ニ
〇
〇
六
年
度
か
ら

全
額
が
公
募
入
札
の
方
法
に
よ
り
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
（
注
４
）。

（
注
１
）
こ
の
ほ
か
、
個
人
向
け
国
債
等
の
募
集

取
扱
い
に
よ
る
発
行
（
４
参
照
）
お
よ
び
公

的
部
門
へ
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。

（
注
２
）
国
が
シ
団
と
の
間
で
募
集
引
受
契
約
を

結
ん
で
国
債
を
発
行
す
る
方
法
で
、
シ
団
メ

ン
バ
ー
は
一
般
投
資
家
を
対
象
に
募
集
を
行

い
、
そ
の
応
募
額
の
合
計
が
発
行
予
定
額
に

満
た
な
い
場
合
に
は
、
シ
団
が
残
額
を
引
き

受
け
る
も
の
で
す
。
発
行
価
格
お
よ
び
シ
団

各
メ
ン
バ
ー
の
引
受
額
は
、
部
分
的
競
争
入

札
（
発
行
額
の
一
定
割
合
を
シ
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
競
争
入
札
に
よ
り
、
残
り
を
固
定
シ

ェ
ア
に
よ
り
割
当
て
る
方
式
）
に
よ
り
決
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
注
３
）
国
債
市
場
特
別
参
加
者
に
は
、
①
財
務

省
と
の
定
例
会
合
へ
の
参
加
、
②
買
入
消
却

入
札
へ
の
参
加
、
③
ス
ト
リ
ッ
プ
ス
債
の
元

利
分
離
・
統
合
の
申
請
、
④
新
た
な
非
価
格

競
争
入
札
へ
の
参
加
、
⑤
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取

引
へ
の
優
先
的
参
加
、
⑥
流
動
性
供
給
入
札

へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
国

債
入
札
に
お
け
る
一
定
の
応
札
・
落
札
責
任

や
、
流
通
市
場
に
お
け
る
十
分
な
流
動
性
の

供
給
、
財
務
省
へ
の
情
報
提
供
の
責
任
が
課

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
４
）
現
在
、
ニ
年
、
五
年
、
一
〇
年
、
ニ
〇

年
、
三
〇
年
の
各
利
付
国
債
（
個
人
向
け
国

債
を
除
き
ま
す
）、
一
五
年
変
動
利
付
国
債
、

一
〇
年
物
価
連
動
国
債
、
割
引
短
期
国
債
お

よ
び
政
府
短
期
証
券
が
公
募
入
札
の
方
法
に

よ
り
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
札
日
当
日
に
、
日
本
銀
行
は
財
務
省

か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
全
入
札
参
加
者

に
対
し
て
発
行
条
件
等
の
発
行
要
項
を
通

知
し
ま
す
（
注
５
）。
各
入
札
参
加
者
は
、

応
募
締
切
時
刻
ま
で
に
入
札
し
ま
す
。
入

札
結
果
は
、
財
務
省
の
決
定
（
募
入
決
定
）

に
基
づ
き
、
日
本
銀
行
か
ら
各
入
札
参
加

者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。
落
札
し
た
入
札
参

加
者
は
、
発
行
日
に
、
日
本
銀
行
に
開
設

さ
れ
た
所
定
の
当
座
預
金
口
座
か
ら
発
行

代
金
を
払
い
込
み
、
国
債
の
発
行
を
受
け

ま
す
。
こ
れ
ら
入
札
か
ら
発
行
払
込
ま
で

の
一
連
の
事
務
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
、

日
本
銀
行
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
日
銀
ネ
ッ
ト
）
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
５
）
競
争
入
札
の
代
表
的
な
方
式
と
し
て
は
、

落
札
希
望
額
と
と
も
に
①
落
札
希
望
価
格
を

入
札
す
る
「
価
格
競
争
入
札
」
と
、
②
落
札

希
望
利
回
り
を
入
札
す
る
「
利
回
り
競
争
入

池上 彰のやさしい金融経済教室
解説：日本銀行業務局国債業務企画担当

2

国
債
の
発
行
方
法

1

国
債
に
関
す
る
業
務
の
概
要

3

入
札
発
行
事
務
の
流
れ

図表１　国債市場と日本銀行とのかかわり 

（先物市場）　　　流通市場 

は日本銀行が担っている役割 
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清算機関 
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れ
ま
す
。

振
替
国
債
の
決
済
は
、
日
本
銀
行
お
よ
び

こ
れ
ら
参
加
者
等
の
開
設
す
る
口
座
間
の
振

替
（
振
替
口
座
簿
へ
の
記
録
）
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
債
が
新
規
に
発

行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
発
行
を
受
け
る
者
の

口
座
に
増
額
の
記
録
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

売
買
等
に
伴
う
振
替
の
場
合
に
は
、
国
債
の

渡
方
の
口
座
を
減
額
し
、
受
方
の
口
座
を
増

額
す
る
記
録
を
行
い
ま
す
。
振
決
制
度
参
加

者
間
の
口
座
振
替
等
の
決
済
事
務
も
、
日
銀

ネ
ッ
ト
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
処
理
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
件
数
は
、
二
〇
〇
六
年
の
一
営

業
日
平
均
で
、
一
万
四
八
七
二
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

札
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
募
入
決
定
は
、

各
応
募
の
う
ち
価
格
の
高
い
も
の
（
ま
た
は

利
回
り
の
低
い
も
の
）
か
ら
順
に
、
原
則
と

し
て
発
行
予
定
額
に
達
す
る
ま
で
の
額
が
落

札
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
の
発
行
価
格
（
利
回

り
）
の
決
定
方
式
に
は
、
①
各
落
札
者
自
ら

が
入
札
し
た
価
格
（
利
回
り
）
と
す
る
「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
方
式
」
と
、
②
全
落
札
者

均
一
の
最
低
募
入
価
格
（
最
高
募
入
利
回
り
）

と
す
る
「
ダ
ッ
チ
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
公
募
入
札
で
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル

方
式
が
主
流
で
す
。
な
お
、
公
募
入
札
で
は
、

競
争
入
札
の
ほ
か
、
応
募
額
の
み
を
入
札
し
、

価
格
（
利
回
り
）
競
争
入
札
の
加
重
平
均
価

格
（
利
回
り
）
を
発
行
価
格
（
利
回
り
）
と

す
る
非
競
争
入
札
の
方
式
も
併
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

公
募
入
札
の
ほ
か
、
個
人
向
け
国
債
の
募

集
取
扱
い
に
よ
る
発
行
や
、
郵
政
公
社
の
窓

口
販
売
（
公
募
入
札
で
発
行
さ
れ
た
国
債
と

同
一
の
銘
柄
を
公
定
価
格
に
よ
り
販
売
す
る

も
の
）
分
の
国
債
の
募
集
取
扱
い
に
よ
る
発

行
が
あ
り
ま
す
（
注
６
）。
日
本
銀
行
は
、
個

人
向
け
国
債
の
取
扱
機
関
か
ら
応
募
額
の
報

告
を
受
け
て
こ
れ
を
取
り
纏
め
た
り
、
個
人

向
け
国
債
や
郵
政
公
社
の
窓
口
販
売
国
債
の

発
行
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
人
向
け
国
債
は
、
個
人
の
国
債
保
有
促

進
の
た
め
、
ニ
〇
〇
三
年
三
月
に
一
〇
年
変

動
利
付
国
債
が
、
ニ
〇
〇
六
年
一
月
に
五
年

固
定
利
付
国
債
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

商
品
性
は
、
個
人
の
購
入
が
容
易
に
な
る
よ

う
最
低
購
入
額
面
単
位
を
一
万
円
に
設
定

し
、
中
途
換
金
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
一
般

の
国
債
に
な
い
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
は
郵
政
公
社
に
限
っ
て
取
扱
い
が

認
め
ら
れ
て
い
る
窓
口
販
売
国
債
の
募
集
取

扱
い
方
式
に
よ
る
発
行
が
、
本
年
十
月
に
は
、

民
間
金
融
機
関
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
個
人
等
リ
テ
ー
ル
向
け
販
売
チ
ャ

ネ
ル
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
注
６
）
募
集
取
扱
い
の
方
法
に
よ
る
発
行
で
は
、
募

集
取
扱
期
間
に
個
人
等
が
取
扱
機
関
に
応
募
し
た

額
の
国
債
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
郵
政
公
社
に
よ
る

窓
口
販
売
国
債
の
募
集
取
扱
い
発
行
で
は
、
応
募

額
が
当
初
予
定
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
郵
政

公
社
が
売
れ
残
り
分
（
募
残
）
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
は
、「
社
債
等
の
振
替
に
関
す

る
法
律
」
に
お
け
る
国
債
の
振
替
機
関
と
し

て
、
国
債
振
替
決
済
制
度
（
振
決
制
度
）
を

運
営
し
、
発
行
市
場
や
流
通
市
場
で
の
国
債

の
決
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
債
の
保
有
形

態
に
は
、
こ
の
振
決
制
度
の
下
で
保
有
さ
れ

る
「
振
替
国
債
」
以
外
に
、
日
本
銀
行
を
登

録
機
関
と
す
る
国
債
登
録
制
度
の
下
で
保
有

さ
れ
る
「
登
録
国
債
」
や
実
際
の
紙
の
証
券

を
保
有
す
る
「
国
債
証
券
（
現
物
債
）」
が

あ
り
ま
す
が
、
現
行
振
決
制
度
導
入
（
ニ
〇

〇
三
年
一
月
）
以
降
、
新
規
に
発
行
さ
れ
る

国
債
は
振
替
国
債
の
み
と
な
り
、
現
在
で
は
、

発
行
残
高
の
九
九
％
超
が
振
替
国
債
と
な
っ

て
い
ま
す
。

振
決
制
度
は
、
振
替
機
関
で
あ
る
日
本
銀

行
か
ら
口
座
の
開
設
を
受
け
自
ら
顧
客
口
座

を
管
理
す
る
「
参
加
者
」、
参
加
者
か
ら
口

座
の
開
設
を
受
け
自
ら
顧
客
口
座
を
管
理
す

る
「
間
接
参
加
者
」、
お
よ
び
、
参
加
者
等

か
ら
口
座
の
開
設
を
受
け
自
ら
国
外
で
顧
客

口
座
を
管
理
す
る
「
外
国
間
接
参
加
者
」
に

よ
る
階
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表

２
）。
実
際
に
参
加
者
等
に
な
っ
て
い
る
の

は
銀
行
、
証
券
会
社
、
信
用
金
庫
や
農
業
協

同
組
合
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
数
は
、
二
〇
〇

七
年
六
月
二
十
九
日
現
在
で
、
参
加
者
が
三

二
七
先
、
間
接
参
加
者
が
一
〇
五
〇
先
、
外

国
間
接
参
加
者
が
一
二
六
先
で
す
。
こ
の
う

ち
外
国
間
接
参
加
者
数
は
、
制
度
が
発
足
し

た
二
〇
〇
一
年
度
末
に
四
二
先
で
あ
っ
た
も

の
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
証
券
集
中
保

管
機
関
と
呼
ば
れ
る
先
（
ク
リ
ア
ス
ト
リ
ー

ム
お
よ
び
ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
）
が
外
国
間
接
参

加
者
と
し
て
振
決
制
度
に
参
加
し
ま
し
た
。

海
外
投
資
家
は
、
通
常
、
外
国
間
接
参
加
者

を
通
し
て
日
本
国
債
を
保
有
し
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
動
き
は
、
日
本
国
債
の
海
外
投
資

家
に
よ
る
保
有
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

4

個
人
向
け
国
債
等
の
発
行

5

国
債
振
替
決
済
制
度
の
運
営

図表2　国債振替決済制度の構造 
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